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児童の日記に見られる述べ方について(田)
一― N.W.児 の 3年 生時の日記に見 られる冒頭部分の表現に注視 して一―

岡     利   道

A Study of the Expresslon of a School Child's Diary(3)

一一一一With Special Reference to the First Sentence of N.W'E)iary

who Attends the Third Grade―――

Toshmttch Oka

1.研 究の目的と計画

これまでの報告
1)でも触れているが,研 究の目的とその計画についてここで今一度示し,本

報告の位置づけを明確にしておきたい。

研究の目的は,以 下の通りである。児童の自然な書きことばのすがたがあらわれたものとし

て, 日記というものを捉える。まず,一 児童の6か年の日記における述べ方の実態を調査して

いくことにする。その上で,書 く内容の盛り上がりを規定するものは何かを探っていきたいと

考える。

研究の計画の全体像を,以 下のように考えている。

□ N.W.児の小学校6か年の日記における冒頭部分の述べ方についてまとめる

1年生 (報告済)2年 生 (報告済)3年 生 (本報告)4年 生 5年 生 6年 生

回 N.W.児 の小学校 6か年の日記の全体的な構成という面での述べ方についてまとめる

1年生 2年 生 3年 生 4年 生 5年 生 6年 生

回 総 括をする (他児童の日記との比較もまじえながら)

2 . 研 究 の 概 要

(1)3年 生時における作文指導の実際

担任が男性教諭 (当時40歳)に かわった。取材によれば,お およそ次のような指導がなされ

ていたようである。

日記についての指導と国語の教科書における作文単元の指導とは緊密に関連させてはいな

かったようである。日記を書くにあたっては,

○日付,題 を書くこと

○内容は自由とする

○「先生あのね～」という書き出しの表現は用いない

といったことが4月当初のところで確認されている。これまでに引き続いて,毎 日書くように

指導されており,提 出されたものについては短いコメントをつけて返却されている。特に内容

面 ・表記面について細かい指導はなされていない。
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国語科における作文指導は,教 科書の作文単元に沿って行われた (教科書は光村図書版を使

用している)。他の先生よりとりわけ変わった指導はしていないが,学 習中に見つけたことや,

学習の感想を書くといったいわゆる学習作文は大切にしたとのことである。担任の専門教科で

あった理科の学習では,特 に多くそうした作文を書かせており,従 って国語教科書中の作文単

元では, 9月 に配当されている 「大事なことをきちんと」のという単元に時間が多くとられ,

指導がなされている。日記への影響も少なからずあるため,そ の単元の概略を示しておくこと

にしたい。

2部構成となっており,第 1部はイントロダクション,第 2部は作例である。第 1部では,
まず,身 の回りの虫の中から一つを選び,観 察したことを横書きで書くという,観 察記録の学

習をする旨が説明される。次に,手 川頁が示される。おおまかにまとめると,次 の三つになる。
○メモにとって→ 。日付,曜 日,天 気,気 温

(メモの一例 ・体の特徴 (形。色 。大きさ。仕組み)

も示されてい 。動き。鳴き方 ・鳴き声 ・食べ物

る)     ・ 不思議に思ったこと,面 白いと思ったこと

○本で調べ て→ ・疑間に思ったこと,詳 しく知りたいことを事典 。図鑑で調べる
○大事なことを→ 。図や表を入れて

落とさないで 。本で調べたことは,観 察したことや思ったことと区別して
。書く事柄毎に,小 見出しをつけて

第2部では,あ る男子の観察記録の例が載せられている。文章の部分だけを引用する。

|    ダ ンゴムシのかんさつ

1 調べた日

1  9月 18日 (木曜日)晴 れ 23°C

I つかまえた場所

山田 友 一

庭の石の下。しあった所。

体のとくちょう

体はふしで分かれていて,ち ょっと指でさわるだけで,す く
｀
だんごのようにまるまって

しまう。それで,こ の名前がついたんだなと思った。

図かんで調べて,正 式な名前は 「オカダンゴムシ」ということが分かった。カニと同じ

なかまだそうだ。

体の色は,う す黒くてつやがあり,プ ラスチックのようなかんじだ。

体の長さは,1.2cmあ った。

虫めがねで調べたら,足 は,大 きいふしの左右に1本ずつ,全 部で14本あった。
ダンゴムシの動き方

歩くのは,意 外にはやい。はこの中に入れると,す ぐすみに行って,そ れから,ふ ちに

そつてぐるぐる回りだした。そのうちに,す みで止まって,そ のままじっとしていた。
どこかにかくれようとしているのだと思って,今 度は,は この中に石をおいてみた。す
ると,石 にそって一回りしてから,そ の下にもぐろうとした。

ダンゴムシは, くらくてしめった所がすきだと本に書いてあったが,そ のとおりだと

思った。
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児童の日記に見られる述べ方について(田)

事実や思いを単刀直入に,そ して簡潔に, といった述べ方がなされている。文末は,「～だ」

形である。担任は,学 級の子どもたちにこのような形式で学習作文を書く経験を多くさせてい

る。事実を鋭く見つめることを,そ して思ったままのことを素直に述べることを大切にされた

のである。 2年 間の担任期間において,そ の姿勢はN.W.児 に徐々に浸透していったものと

思われる。

(2)No W.児 の3年生時の日記に見られる冒頭部分の述べ方

標記のことを整理するにあたり,N.W.児 の3年生時の日記に見られる冒頭部分を一覧表化

し,基 礎資料とした。それを以下の①で示し,そ れをもとにして見出したことを②から後のと

ころで示す。

それに先立って,表 (基礎資料)中 の記号等についてのおおまかな説明をしておきたい。左

の項から順に説明する。

O No.→通し番号。 3年生時は,575か ら729までである。即ち155日分の日記を取り上げた

ということである。

○月日→平成元年の4月 5日から平成2年の 1月 4日 までである。

○題→日記に題をつけている場合は記すことにする。3年生時では,す べて題がつけられて

いる。

○第 1文→冒頭部分の文表現である。N.W.児 の表記通りに表した。誤字 ・脱字等をそのま

ま示したことは,N.W.児 のその時の心理状態や発達の様を, よリリアルに理解できると

判断したことによる。

○文数→その日の日記のセンテンス数である。

○総字数→その日の日記におけるすべての表現を,音 節の合計数としてまとめた。例えば,

日記中に 「白」という表現があれば, 1字 とカウントするのではなく,「しろ」の2字 と

してカウントしていくのである。

① 結    果

表 1 基 礎資料

No. 月 日 題 冒 頭 部 分 の 表 現 文数 総字数

575 4 5 ゴミばこのわけかたのこ
と。

今日の朝,た たの先生が, ビニールとかをいれるゴミばこ
を, もってきて,み んなで, くべつをしたよね。

6 たかおくんのこと。 わたしは3年生になって,た かおくんと,お となりになり
ました。

7 入学しきのこと。 今日は,入 学しきでした 152

○虫さされのこと。 きのう入学しきが,お わったら,足 のももの下のへんが,
かゆくてみてみたら,か に, さされたみたいに,な ってV

ました。

579 けんけつのこと, おかあさんが,い ちばたのところで,け んけつを, しまし
た。

きゆうしよくのこと, わたしは, きゅうしょくとうばんでした

雨のこと, 今日は, 1日 じゆう雨の日でした。

582 けん道のこと, わたしは,三 年生に,な ったから,け ん道を,は じめまし
た。

583 けん道のこと, わたしは,け ん道を,な らいはじめて,い ちにんまえに,
なると,  ようふくもいるけど,わ たしは,  1りっこだか
ら,お ふるもないから,か わないと,い けなかったけど,
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おかあさんのともだちのこどもも,け んどうをならって
て,  1つのこってるのがあって,そ の 1つを,  もらった
よ。

六校時・ 今日は, 5校 時と, 6校 時は,図 正でした。

585 おりがみ, 夜,お りがみを,ひ さしぶりに,お りました。

586 おりがみ, きのう,お とうさんに,かえるのつくり方を,お しえても
らいました。

とやお先生のこと, 5時 間目の社会で, とやお先生とべんきょうすることに
なって,今 日は, じこしょうかいだけでした。

588 ひこうきのこと, このごろ,男 の子が,ひ こうきをつくって,あ そんでいる
けど,み んな,む ちゅうになって,休 みじかんと,べ ん
きょうのじかんのくぎりがついてなくていけないね。

1

しゅ力Sくりょこう, 今日は,た たの先生が,か えってくる日でした。 4

かしはくのこと 今日から,か しはく力S, はじまります。

ペッタントこと このごろ,ペ ッタンが,はやってきて,みんな,むちゅう
になっているよ。

3

かくこと, このごろすこしづつかくことが,な くなってきました。 2

593 かえるのこと このごろ,夜 ,夕 がたになると,か えるのなきごえが,  き
こえてくるよ。

3

594 日言己 きのう日記を書くのを,わ すれてて,今 日の朝かいたけ
ど,こ んなことしてもいいのと思ったよ。

6

595 そうじのこの 教室そうじで,ル ーレットみたいなのを,つ くることに
なって,佐 々木くんが,そ うじ時間に,グ ループをきめる
から,み んなあつまってと,か ってなことを,い っていま
した。

2

花,(し ぜんのこと) ふくしまの,帰 りに,け いさつのかんしゃのところで,か
わった花を,み つけました。

5

中村先生のこと, だいこんしまへいきました。

5 1 こうつうあんぜんのこと 56時 間目に,こ うつうきょうしつがありました

しん山 春のえんそくでした。 4

5 日言己 3年生になってから,あ のねちょうが日記にかわりまし
た。

3

5 海 たぎのおばあちゃんのところに帰りました。 4

5 はまぼうふう たぎのおばあちゃんたちと,ほ うふをとりに行きました。 6

603 5 雨 ひさしぶ りに雨がふ りました。 5

5 たうえ 学校へ行く道に,た んはが 1つあるんだけど,そ このたん
ぼがたうえをしてて,そ こは, きかいでやっているよ。

605 5 ふしぎ, ひふかのびょういんにいきました

5 算数のこと 4時間目の算数でさいしょは,ず っとまえのしゅくだいの
こたえあわせをしてて,せ つめいのところの大しまくんの
ところでいろいろ,や り方がでて,つ まっていたけど,わ
たしが,い ちばんやりにくいなと思ったのは,大 しまくん
のやり方でした。

5 バ ス けんどうで, 2く みのすわさんのところへいきました。

5 花, 4月の2 9日土よう日の,日記に,花 のことをかいて,な ま
えがわからなかったんだけど,ひ ゃっかじてんでしらべた
ら,た ぶんウリクサだと思うよ。

ユ

609 5 なぶそく このごろ,ぬ ぶそくで,あ たまがよくいたくなるよ。

5 ぜんかつ, わたしは, 8ば んの, ピカピカハゥスに,は いりました。

5 母の日 母の日で,わ たしは, きのう,プ レゼントを,か いにいき
ました。
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5 さんかん日 5じ かんめは, さんかん日でした。

5 ふしぎ, 夜ごはんの時,サ ラダがありました。

5 (だい) だいめいは, 日記を読めばわかります。 7

5 本, きのうがたんじょう日だったけどおじいちゃんに,プ レゼ
ントを, もらえなかったから,今 日,かってもらうよ。

5 人の日記を読んで。 3の 1だよりを, もらって,帰 って,つ つみさんの日記を
読んだよ。

ステキを食べるときのきま
り

5月1 7日が,わ たしのたん生日だったから,今 日,か ぞく
で,お いわいを,こ とというステキやさんでしてもらった
よ。

5 ケーキずくり, 1 7日のたん生日の日は,お かあさんが,  しごとだったか
ら,ケ ーキを,つ くってもらえなかったけど1 7日のかわり
に, 今 日, ケーキをつくりました。

5 ひなんくんれん, ひなんくんれんのときに,ふ くこうちょうせんせいが,
「くんれんかさいはっせい。」と,い ってるけど,ほんとの
かじのときは,なんていうの?

5

620 5 かん字 2時 間目は,理 科のかわりに,国 語のかん字をしたよね。

5 おわかれ会, おわかれ会に,だ しもののときにわたしは,ベ ープサート
をするんだけど,な かなか, きまらなくてペープサート
が,お わかれ会のときにできそうもないよ。

1

5 おわかれ会のじゅん日 いよいよあしたは,や なせ くんのおわかれ会だね。 7

花 ずっとまえから思っていたんだけど花には,お しべとめし
べがあるみたいだけど,お しべとめしべってなあに。??

2

「し」 こないだの国語の時間に,「し」をやったね。 3

ぶどう ちくではまやまこうえんにいってそのとちゅうで,ぶ どう
えんみたいなのがあって,あ おいやつもあったし,あ かく
なったのもあったよ。

1

音楽 4時間目の音楽のおわりに,「ふえは,友 だち」と,い う
本をもらったよ。

3

アオムシ このごろ理科でアオムシのけんきゅうをしていて,今 日高
尾くんちのちかくへとりに行って,わ たしは, 自分てみつ

けたから,ア オムシだったけど,大 きいやつだったよ。

4

628 さぼてんの花のこと 学校から帰つたさぼてんの花がさきかけていました。 3

1 アオムシ たぎのおばあちゃんのところから,ア オムしがいっぱいお
くってきました。

図工 56時 間目に,図 工があったよ。

5 かくことがなV このごろあまりかくことがなくてこまっているよ。 3

本 このごろ本よみがうまくなったよ。 3

7 そうじのこと そうじがおわって,まだ,  3の1は,おわってなくて,ま
だそうじしていたら,  うのくんたちが,『おまえたちがは
やくやらないのがわるいんだろう』と,  さめしまはんちょ
うにいってはんちょうないていたからわたしがかわりに,
『はんちょうだってがんばって,みんなを,がんばらせよ
うとがん↓ゴっているよ。』と,いったよ。

1

634 ふれあいの里 おかあさんのしごとばの人たちと,ふ れあいの里に行った
よ。

テニス, ふれあいの里で,テ ニスをしたよ。 2

しんぶん, きがついたけど,わ たし (自分)で しんぶんをつくりたV
なと, おもったよ。

2

しんぶん, きのうの日記にかいたしんぶんのことで,あ したからか今
日からしんぶんをすこしずつかいていくことにしたよ。

2

いやなこと, このごろまた,た かおくんが,「わだんごむし」と,い っ
てきていやだよ。

1

児童の日記に見られる述べ方について(田)

一- 15 -―



639 友だちのうち, ふくださんちに,は じめていきました。

640 おふろ わたしは,おふろがきらいでこまってるんだけど今日は,ス
パーボールをもってはいったらとってもたのしかったよ。

ユ

6 しゅう字 しゅう字の日でした。

6 ほたる, きのうしんやまのへんに,ほ たるをみにいって, とっても
きれいだったから今日も,虫 かごとかいちゅうでんとを
もっていくはずだったけど,雨 がふったから,や めたよ。

1

理科 理科で,グ ループでべんきょうしたんだけど,わ たしはさ
めしまさんとやってたんだけど, さいしょのぶんは,は で
すぎて字がよめなくなってたから2つめをつくったんだけ
ど, 2つめは, じょうずにかけたよ。

6 あさがお, あさがおってふしぎだよ。

6 けんきゅうかし けんきゅうかい2かめでした。

6 チキチキバンバン, ミュージかるがあったよ。

ビデォ 3じ ごろビデオをかりてきて,帰 つてすぐ,み ました。

6 朝こおりを食べていたら,す こしぐらぐらしているはで,
がきっとしてしまって,ぬけそうだよ。

1

6 はがぬけた 家にかえって,  ぐらぐらしているはを,  さわって,ぬ こう
としていたよ。

6 目の中しゃしんきんぎょに
もあるか, P

わたしは,  じぶんがしらべてお店をしたぶんで,  きんぎょ
もしてみた。

189

6 プールびらき, わたしははいれなかったけど,プ ールびらきがあってみん
なたのしそうだったよ。

652 7 2 目 先生がどうぶつの目をしらべてこいといってたけど,土 よ
う日は,た ぎだったから,かけなくて,今 日いぬの目をみ
ようかと思ったけど,いなかった。

1

653 7 おかあさんのたんじょう日 もうすぐ,お かあさんのたんじょう日です。

7 トマト うしろのにわにあるトマトが,だ んだんうれはじめてきた
よ。

655 7 かくこと このごろまたかくことがなくなったよ。

656 7 はなび このあいだはなびをかってきて,きのうやりました

657 7 テレビ 8時 ～10時までうちゅうじんのテレビをみてたよ。

7 スイカのたね, スイカのたねは,黒 と白があって,な かには,半 分黒半分
由のもあったよ。

659 7 はついくそくてし 2時間目にはついくそくていがあってわたしは, しんちょ
うはあまりのびてないけど,た いじゅうはふとったよ。

7 バッタ ぼちでバッタをみつけたよ。

7 ビデオ ながぐつしたのピッピのビデオをかりてきてみたよ。

7 本よみ ひさしぶりに1時間ぐらい本よみをしました。

663 7 海 まえいたかんしゃの人と海に行ったよ。

7 もくそうといっきゅう, けんどうのときに目をつぶって,い るときがあって,い っ
きゅうさんもかんがえるときに,  目をつぶって手をあわせ
るっていうかかさねて考えるんだけど,け んどうもそうな
ク)。

たいふう たいふう1 1ごうがどっかにいるんだけど,ま つえにはきて
ないのにたいふうがきてるみたいに,かぜがつよいよ。

666 プール プールの日だったよ。

l けんどう, 今日から5日まで夏のなんとかげいこがあってたいへんだ
よ。

668 ラジオ体そう 夏休みにはいったからラジオたいそうがはじまったね, 2
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戸   ~

児童の日記に見られる述べ方について(田)

かけない このごろまた日記を書くぎょうがすくなくなったよ。 4

670 おかあさんのいとこ おかあさんのいとこが12時ぐらいにきたよ。 3

5 ピアノのはつぴよう会, だい2かいめのピアノのはっぴょう会は,ひろせさんとひ
いてパパはママがすきというやつで,おわったらみんなが
うまいようまいよといってくれたからうれしかったよ。

1

672 はなび じゅんちゃんのうちにいつて, しんじこからあげているは
なびをみたよ。

3

くものす くものすにあめの水がかかって,だ いやもんどもたいで,
とってもきれいだったよ。

海 おとうさんがやすみをとって海につれていってくれまし
た。

675 ラジオ体そうのあと こんどの14日にのうりょうさいがあつて,そ れでラジオ体
そうのあとにはんおどりをれんしゅうするんだけど男の子
がまじめにしてなくていやだよ。

くさぬき こんどの,の うりょうさいのために,あ きちのくさとりを
ラジオ体そうのあとにしたよ。

677 たいよう, 朝ラジオ体そうからかえるとき,に 気がついたんだけど,
たいようがそらにでそうになってたんだけど,ち よつとし
たで木のかげになってすきまから光がでててきれだった
よ。

1

678 くさぬき ラジオ体そう力S今日でおしまいでつかっていたあきちのく
さぬきをしたよ。

3

はやおき まいしゅう日曜日は,なぜかはやく目がさめていつも本を
よんでいるの,

こうし囲 おとうさんが出雲しょうぎょうでこうし園をみにいつた
よ。

はなび すこし風があったけどはなびをしたよ。

かいとり たぎのおばあちゃんのところにいって,かいとりに行こう
とおもっていってみたら, しおがふかくてとれなかったよ。

2

はやおき ラジオ体そうがあるときは,  5 時ぐらいにおきていたけ
ど,ラ ジオ体そうがなくなったら,おそくおきるように
なったよ。

はなじ, 朝の4時 ごろにはなじがでたよ。

べんきょう, もうあと2し ゅうかんぐらいで,夏 休みがおわりだね。

きれいなくも 夕がたの4時30分ごろに,くもをみたら,くものところにお
ひさまがきて,がわのところがひかりできれいだったよ。

1

夕がたになってくもをみると,あ かくなってとってもきれ
いだったよ。

688 まえのいえ, いま,ま えのいえがたてかわっているんだけど,今 日
一人

うえからおちられた人がいて,み んなやわたしたちもびっ

くりだったよ。

5

べんきょう, ひさしぶりにながいじかんべんきょうしたんだけど, とっ
てもつかれたよ。

9 水えい大会, 平成元年どのすいえい大会でした。

おやこげきじょう, おやこげきじょうで,三びきのがらがらどんと,はれとき
どきぶたをみたよ。

9 かくことがなし このごろまたかくことがなくなったよ。

不

明

やくそく, わたしは,お かあさんと,や くそくをしたことを,やぶっ
てしまったよ。

694 ぼけのみ たぎのおばあちゃんのところに行って,に わにいってみた
ら,な しみたいなみがあって,お じいちゃんに,「このみ
なあに。」と, きいたら,「ぼけのみだよ。」と,お しえて
くれたよ。
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9 ヤよ7とけ, たぎのおじいちゃんのところのはたけにいつて,  くりをひ
ろっていたよ。

9 しゅくだV 先生しゅくだいがいっぱいあるとたいへんでいけんよ。

9 つくえの上 先生なんでつくえの上は,す ぐきたなくなるのかな。

698 9 算数のべんきょう ひさしぶりにおかあさんと,算数のおべんきょうをしたよ。 5

9 不

明
算数 1じかんめのさんすうで,か くくんが,さ わいでいて,そ

れでみんなもいっしょにさわいで,べ んきょうができな
かったよ。

バッタ わたしが出しろくんに,あ げたバッタと,出 しろくんが
とったバッタが,お んぶバッタになったよ。

体育会 体育会の今日は,本 ばんでした。

友だち, わたしは,だ いりんのかんしゃにきて1人お友だちができ
ました。

かんしゃ わたしは1人このかんしゃでいやな人がいます。

うらうやすこさん どんなことをゆうかというと,なつきさんこどもいるとか
いって,わたしが,か えろうとすると,おいかけたりして
くる。

1

705 算数のべんきょう。 5時間目の算数のべんきょうで,み んながんばっていた
と,思 う。

5

算数のべんきょう。 2時間目の算数のべんきょうで,今 日もみんながんばって
いたと思う。

不

明

不

明

しゃかし 5じかんめのしゃかいは,  じしゅうだったけど,み んな
とってもよくできていた。

2

708 なみだっこにさようなら 本やさんで,な みだっこにさようならという本をかいまし
た。

5

べんきょう かん字のいえでのべんきょうがでてやつていておもったん
だけど,太 郎こおろぎのかん字は,す ごくむずかしいなと
思ったよ。

全校活動 わたしは5ば んのプラバンハウスでした。 5

だいこんずけ 夕がたおばあちゃんときんじょのおばさんとでだいこんず
けをしました。

4

かん字 先生わたしおもうけど先生は,か ん字をみんなにまともに
おしえたことがないよね。

休み 先生このごろ休みの人が多くなったネ。 5

不

明

不

明
なみだっこにさようなら 先生11月12日のわたしの日記おぼえていますか。 6

715 やっと冬らしV 学校に行く時に車をみたら, しろくなってて,お とうさん
が 「こおってるよ。」と,い ったからほんとかなとおもっ
てさわってみたらほんとにこおっていたよ。

5

冬休み 冬休みになりました 3

こんだん, この日うちのおかあさんはこんだんでした 6

クリスマスイブ この日はサンタクロースがくる日です。

べんきょう ふゆやつみにはいってべんきょうをいっぱいしています。 2

べんきょう. きょうはさんすうドリル3ペーシとかん字 ドリル2ページ
しました。

べんきょう きょうのべんきょうはいままでまち力Sえが1つ しかなかっ
たけどきょうは3つあったからざんねんです。

スケー ト 石川さんと,ス ケートに行きました。

723 おばあちゃんの家, おしょうがつだから,お ばあちゃんのいえに行きました

もちつき おばあちゃんの家でもちつきが,あ りました。
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児童の日記に見られる述べ方について(田)

べんきょう あさのうちにべんきょうをやっておいたらいいと思ってい
て。やったけどたいぎでなかなかすすまなかった。

ユ 1 べんきょう このごろべんきょうがたいぎになってやりにくくなった。 2

727 1 かくこと またこのごろかくことがなくなってきてこまっている。 2

1 まつえ まつえにかえつてきていえの中のおんどをみたら,  3どし
かなくてあわててストーブをたいたよ。

2

1 おかあさん おかあさんはしごとはじめだったからおひるまででかえっ

てきました。

2

② 題 のパターン

No W.児 は, 2年 生時の途中より題をつけるということを始めている。2年生時ではかなり

長い表現が見られ,No W.児 は,題 の中にその日述べたいことを象徴的に盛りこみたいという

意識が旺盛であることがわかった。後半に入り,特 に8月 においてそのパターンが多様化した

が (凝ったものとなっていたが), 9月 以降は 「～のこと」が主流となり,そ の形で安定して

いった。それが3年生時においてどのように変化していったのかをまとめてみる。

以下,通 し番号,月 日,題 のパターン (題における述べ方のパタ
ーン)を まとめたものを示

すとともに,そ の実数及び初出の状況を概観していくことにしたい。

表2 題 のパターン

No. 月 日 題のパ ターン 実数 備 考

575 ( 何) のこと

<A>

初出は2年生時の5月 23日 (No.328)

3年生時では前半に多く登場

(名詞形のパターン)

<B> No.584の場合は 「六校時,」

複合名詞や固有名詞等も含める

(何)を (どう)し て

<C>

1 初出は2年生時の5月26日 (No.331)

No.616の場合は 「人の日記を読んで。」

5 (文に近い形のパターン)

<D> No.631・No.692の 場合は 「かくことがな

い,」(否定形)
No,649の場合は 「はがぬけた」(肯定形)

No.650の場合は 「目の中しゃしんきんぎょ

にもあるか, ?」 (疑問形)

No.669の場合は 「かけない,」(否定形)

(副詞)十(何)らしい

<E>

1

No.715の 場合は 「やっと冬らしい」

2年生時においてもそうであったが,題 のパターンと書く内容の盛り上がりとの厳密な因果

関係はない。ここでは, 3年生時における題のパターンの,計 量的な意味あいでの側面を中心

としてまとめをしておきたい。なお,先 の表 2中 にアンダーラインを付したように,B,D,E

は3年生時において初めて見られたパターンである。

五つの類型に整理したのであるが, もう一歩踏み込んでまとめるならば,前 の二つ (A・B)

が,そ して後の三つ (CoD・ E)が 性質を同じくするのではないかと考える。2年生時ではA

が主流であったが, 3年生時では Bが それにとってかわる。N.W.児 は,よ り簡潔な形を指
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向していったのである。
一例しかないが, Eの 形に注目したい。「ゃっと冬らしい」という題は, 3年 生にしてはた
いへん大人びた表現である。N.W.児 の言語感覚が磨かれていく一面を垣間見た思いがする。
Dの パターンの中では,「目の中しゃしんきんぎょにもあるか, ?」 (疑間形)が 目を引く。
読み手である担任教諭ならずとも,思 わず引き込まれるような表現である。しかし,必 ずしも
総字数は多くなく,書 く内容の盛り上がりとは著しい関係は見られない。

③ 総 字数が多い日の題材 (トピック)

これまでの報告でも触れているように,N.W.児 の日記の第 1文の中には, 日記全体の中身
を規定し,そ の盛り上がりを大きく左右する要素が含まれている。他の多くの子の場合も,同
様な傾向があると判断する。一般の作文でいうところの題材にあたるものが,N.W.児 の日記
の第1文の中に含まれているのである。つまり,象 徴的に示されているのである。
ここでは,総 字数300字以上の日記の通し番号,月 日,題 材を列挙していくことにする。な
お,そ の題材については,便 宜上,岡 が題材 (上記の意味あいでの)と 思われるものを簡略化
して示したものである。

表3 総 字数が多い日の題材

諾芳羅奪r昼義た豪秀なだ養ス石轟あ争ゲ笙岩省ど声。そ
こ

岳当慎ど占巴母ギ誓黎尋合櫓赤;鍮己先壱供;暑を:そ
の中で,

奮譲あ応襲|:符冒孟昇?分塁豆客審醸杏倉皆営夕
した出雲商業

居彊得骨魯縁2を言え官奮患景;骨巳P;普を,'よ目各奮巣誓

1年生時の総字数300字以上の日記は25日分であり, 2年 生時は9日分となり, 3年生時は
上記のように4日分となってしまった。あくまでも,計 量的な側面を見た場合である。内容
(主として第一文を手がかりとしてまとめたもの)の 面では,微 妙な変化が生じている。以下,
その点について触れてみたい。

1年生時の総字数300字以上の日記の内容について整理したところ,お およそ次の三つに集
約することができた。

ア.学 校生活 (学習)と 関わりがあるもので,先 生ゃ友人,あ るいは自分が力を入れて取り
組むことができたときのことである

イ.家 庭生活 (家族)と 関わりがあるもので,自 分にとってショックだったこと (アクシデ
ントも含む)ゃ 目新しい体験などを伴っている場合のことである

ウ.遊 び (友人)と 関わりがあるもので,か なり親しい友人と楽しいひとときを共有できた
場合のことである

2年生時になると,そ の三つうち,遊 び (友人)と 関わりがあるもの(ウ)が全く影をひそめる
ことになった。打って変わり,学 校生活 (学習)と 関わりがあるもの171が大きな部分を占める

十- 20 -一



児童の日記に見られる述べ方について(田)

ことになった。その中でも,N.W.児 が不満をもち,是 非とも担任に聞いてもらいたいと願う

ことが現れてきたのである。家庭生活 (家族)と 関わりがあるもののは,全 体の中で占める割

合が減ってきた。これまで母親について書くことが多かったが,父 親についても詳しく書くよ

うになっていった。

この3年生時の場合,先 の表中の4例では検討する資料の数としてはあまりにも少ないが,

これまでの流れに位置づけてみるならば,以 下のようになるであろう。アの流れに入るものは,

No,701の 1例である。イの流れに入るものは,No.617,No,657,No.680の 3例 である。ウ

の流れに入るものは,こ こではない。この傾向は, 2年 生時と同じである。

アの流れ即ち学校生活 (学習)と 関わりがあるものについて補足するならば, 2年 生時のよ

うなN.W.児 の不満といったマイナス的な色彩は消え,自 分が本気で頑張ったことや仲間の

頑張りを見て感激したことといつたプラス的な色彩に戻ったと捉えることができる。イの流れ,

即ち家庭生活 (家族)と 関わりがあるものについて補足するならば,N.W.児 の行動範囲が広

がっていったこと,理 解能力が伸び (精神的にも成長し)て 興味関心や好みが変化していった

ことが,そ の背景にあると考えられる。

④ 書 き出し部分の表現

3年生時の日記の第 1文のまさにはじめ (書き出し)の 表現を見る。 1年生時に続き2年生

時においても,「先生あのね」が主流であった。 3年ではそれを使わない約束になったので,

様々なバリエーシヨンが見られるようになる。本研究の目的に鑑み,こ こではすべてを分析の

対象としてその結果を示すことはせず,あ る字数以上になっているものだけを取り上げること

にし, どのような書き出しの部分の表現のときに日記の総字数が多いのかを明らかにすること

にしたい。ある字数ということについて,そ れを300字とするならば,先 の4例 しかないとい

うことになるので,こ こでの傾向性を割り出すには,ま だ数が足りない。そこで,そ れを200

字とするならば,13例 がピック・アップできる。その数ならば,あ る程度の確かさをもった傾

向性を見出すことができると考える。

以下, 日記の通し番号,月 日,書 き出し部分の表現をまとめたもの示す。

表4 書 き出し部分の表現

No. 月 日 書き出し部分の表現 備 考 (語レベルの分析)

575 5 今日の朝, 今日の→ 「と員を表す語」十の

教室そうじで, 教室そうじで→ 「教室そうじ…教室掃除をする人たち

という意味の語」十で→ 「ひとを表す語」十で

5 4時 間目の算数で 4時間目の→ 「と員を表す語」十の

5 5月 17日力S, 5月17日が→ 「と員を表す語」十が

いよいよあしたは, いよいよ→ 「副詞…どん角だということを表す語」
その後に,「と員を表す語」十は

627 このごろ理科で このごろ→ 「と員を表す語」

56時 間目に, 56時 間目に→ 「と負を表す語」十に

657 8時 ～10時まで 8時～10時まで→ 「と員を表す語」十から十
「と員を

表す語」十まで

お とうさんが おとうさんが→ 「ひとを表す語」十が
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688 いま, いま→ 「と員を表す語」

体育会の今日は, 体育会の→ 「角に (この場合は行事)を表す語」十の
その後に,「と員を表す語」十は

本やさんで, 本やさんで→ 「どこ (場所)を 表す語」十で

715 学校に行く時に 学校に→ 「どこ (場所)を 表す語」十に

響 ≧縛稗辞耀
いうこと線す語」十

大体において, 日にち,時間等のことを表す語即ち「と負を表す語」が顔を覗かせている。
その後に,「の」「が」

「は」
「に」
「から」
「まで」という助詞を伴っている。No.617や No.657

のように (いずれも総字数300字以上),「長託」についてかなり詳しい表現 (ある特定の時間
や日にち)が なされている場合,そ の日の日記全体の盛り上がりが見られるのである。それは,
その日の日記の内容自体に,N.W.児 の強い思いがこめられているからこそ,「8時～10時」
や 「5月17日」というよリリアルな表現が必然的に出てくる, と見微すこともできるであろう。
No.701の場合は,一 般的には,「今日は体育会のほんばんでした」と記すところであろう。
No W.児はそれを,「体育会の今日は,本 ばんでした。」としている。その要因として,雨 で順
延になっていたけれども,や っと迎えることができたという思いがあったことが考えられる。
また,自 分が出場するメイン種目である30秒レース (10名で一斉にスタートし,30秒の間に走
る距離の多さを競う個人種日)に 寄せる特別な思いがあったことや,自 分なりに満足感があっ
たことが作用したことも挙げられる。「と員を表す語」としての

「今日」に,特 別な思いを寄
せた 「角にを表す語」即ち

「体育会」が修飾的に関わっているのである。そうした述べ方が,
後に続く生き生きとした30秒レースの描写を引き出す役割を呆たしたと考える。

⑤ 第 1文の文末の表現

まず,文 末の表現,品 詞,そ の学年における初出月日,実 数をまとめたものを掲げる。なお,
※印を付した文末の表現は, 1年生時・2年生時には見られず, 3年生時に初めて登場したも
のであることを示す。

表5 第 1文の文末の表現

文末の表現 初出月日 実数 備 考

「・…よね」 間投助詞十間投助詞 4/5

「・“た」 助動詞 4/6 全体中に占める割合は増加した

「・"よ」 間投助詞 4//13 全体中に占める割合は減少した

「,…ね」 間投助詞 4//18

「・・。ます」 助動詞 4///23

「・…α)」 終助詞 5///22

「・…なあに (何)」 体言止めの変形 5///26 1

「・・・です」 助動詞 7/4 ※

「・…なの」 助動詞十終助詞 7//26 1 ※

「・…かな (あ)」 終助詞十終助詞 9///26 1
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児童の日記に見られる述べ方について(回)

「・・・してくる」 自動詞十終助詞十自動詞 10/23 1 ※

「・"思う」 他動詞 10//25

「・…V まヽすか」 自動詞十終助詞 (不明)/(不 明) ※

「・…ている」 助動詞 1/2

やはり2年生時においてもそうであったが,第 1文の文末の表現と書く内容の盛り上がりと

の厳密な因果関係はない。従って,こ こでも計量的な側面に注目することにしたい。 1年生

時 。2年生時に引き続いて,「・…よ」力ざ第1位,「Ⅲ…た」が第2位 という序列関係は変わってい

ない。しかし,先 の表の備考に記したように,害J合の面では大きな変化が生じている。
「・・・ょ」

の勢いが急激に落ち,「・…た」の勢いが急激に増してきたのである。4年生時になると, この

ことはさらに進んでいくのである。
「先生あのね」という書き出し部分の表現を使わなくなったことが大きな原因であることは,

疑う余地のないことである。Ne W.児自身の精神面の成長に伴い,幼 児的な述べ方が避けられ

るようになったことも同様である。クラスがかわり,新 しい担任になつたことにより,前 担任

に寄せたほどの親近感 ・好意は,は じめからあるはずもない。従って,「・・・よ」,「
・…ね」とい

う文末は,必 然的に減ってくるのであろう。

⑥ 第 1文の述べ方のひろがり

第 1文の書き出し部分でもなく文末でもない表現,即 ち途中の部分に注目してみる。N.W.

児は3年生時において,「～けど」という述べ方をよく用いている。
「～けど」は,本 来 「～け

れども」(接続助詞)で あり,代 表的な用法は,次 の二つである
め。

a.活 用語の終止形につき,前 に述べた事柄と後に述べる事柄とが矛盾する関係にあること

を表す。…だが。

b.後 の句を略し言いさしにして,た めらったり相手の反応を待ったりするやわらかな表現。

以下,第 1文の途中に 「～けど」が使われているものをまとめてみる。

表 6 途 中に 「～けど」力S使われている第 1文の表現

No. 月 日 途中に 「～けど」が使われている第 1文の表現 備考

わたしは,け ん道を,な らいはじめて,い ちにんまえに,な ると,よ うふくもい

る立貨,わ たしは,  1りっこだから,お ふるもないから,か わないと,い けな

かつた硯貨,お かあさんのともだちのこどもも,け んどうをならってて,  1つの

こってるのがあって,そ の1つを,  もらったよ。

このごろ,男 の子が,ひ こうきをつくって,あ そんでいる寛貨,み んな,む ちゅ

うになって,休 みじかんと,べ んきょうのじかんのくぎりがついてなくていけな

いね。

きのう日記を書くのを,わすれてて,今日の朝かいた硯ど,こんなことしてもい
いのと思ったよ。

7 学校へ行く道に,たんぼが1つあるんだ撹貨,そ このたんぼがたうえをしてて,
そこは, きかいでやっているよ。

5 4時間目の算数でさいしょは,ず つとまえのしゅくだいのこたえあわせをしてて,

せつめいのところの大しまくんのところでいろいろ,や り方がでて,つ まってい

た覚貨,わたしが,いちばんやりにくいなと思ったのは,大しまくんのやり方で
した。
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608 4月の29日土よう日の, 日記に,花のことをかいて,なまえがわからなかったん
だ寛貨,ひやつかじてんでしらべたら,たがんウリクサだと思うよ。

きのうがたんじょう日だった寛どおじいちやんに
たから,今 日,か ってもらうよ。

プレゼントを, もらえなかっ

1 7日のたん生日の日は,おかあさんが, しごとだったから,ケーキをつくっても
らえなかった似忠)7日のかわりに,今日,ケーキをつくりました。

ひなんくんれんのときに,ふ くこうちょうせんせいが,「くんれんかさいはっせ
い。」と,い ってる,ど ,ほ んとのかじのときは,な んていうの?

客孫督螢含壕'くぞ夫上り縁生景採″室た採れどあご普雇去旨芝岳客偵讐'な
か

5 ずっとまえから思っていたんだ寛ど花には,お しべとめしべがあるみたいだ寛ど,
おしべとめしべってなあに。??

b

a

627 5 このごろ理科でアオムシのけんきゅうをしていて,今 日高尾くんちのちかくへと
りに行って,わ たしは,自 分てみつけたから,ア オムシだった寛貨,大 きいやつ
だったよ。

a

6 きがついた硯 ど,わ たし (自分)で しんぶんをつくりたいなと,お もったよ。

6 わたしは,おふろがきらいでこまってるんだ撹ど今日は,スパ
ーボールをもって

はいったらとってもたのしかったよ。

きのうしんやまのへんに,ほ たるをみにいって, とってもきれいだったから今日
も,虫 かごとかいちゅうでんとをもっていくはずだった硯ど,雨 がふったから,
やめたよ。

理科で,グ ループでべんきょうしたんだ立貨,わ たしはさめしまさんとやってた
んだ寛貨,さ いしよのぶんは,は ですぎて字がよめなくなってたから2つめをつ
くったんだ寛貨, 2つめは, じょうずにかけたよ。

わたしははいれなかった寛ど,プ
ールびらきがあってみんなたのしそうだったよ

先生がどうぶつの目をしらべてこいといってた立ど,土よう日は,たぎだったか
ら,かけなくて,今日いぬの目をみようかと思った立貨,いなかった。

2時間目にはついくそくていがあってわたしは,  しんちょうはあまりのびてない

寛貨,た いじゆうはふとったよ。

けんどうのときに目をつぶって,い るときがあって,い っきゅうさんもかんがえ
るときに,  目をつぶって手をあわせるっていうかかさねて考えるんだ覚ど,け ん
どうもそうなの。

b

665 たいふう11ごうがどっかにいるんだ寛ど,まつえにはきてないのにたいふうがき
てるみたいに,か ぜがつよいよ。

こんどの1 4日にのうりょうさいがあって,それでラジオ体そうのあとにぼんおど
りのれんじゅうする～だ寛貨男の子がまじめにしてなくていやだよ。

朝ラジオ体そうからかえるとき,
うになってたんだ寛貨,ち よつと
きれいだったよ。

に気がついたんだ撹ど,た いようがそらにでそ
したで木のかげになってすきまから光がでてて

b

a

ラジオ体そうがあるときは, 5時ぐらいにおきていた寛ど,ラジオ体そうがなく
なったら,おそくおきるようになったよ。

a

いま,まえのいえがたてかわっているんだ覚ど,今日
一人うえからおちられた人

がいて,みんなやわたしたちもびっくりだったよ。

ひさしぶりにながいじかんべんきょうしたんだ撹ど, とつてもつかれたよ。

かんじのいえでのべんきょうがでてやっていておもったんだ撹ど,太郎こおろぎ
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児童の日記に見られる述べ方について(田)

のかん宇は,す ごくむずかしいなと思ったよ。

先生わたしおもう撹貨先生は,かん字をみんなにまともにおしえたことがないよ
ね。

きょうのべんきょうはいままでまちがえが1つしかなかった覚どきようは3つ
あったからざんねんです。

あさのうちにべんきょうをやっておいたらいいと思っていて,や つた班貨たいぎ
でなかなかすすまなかった。

a

第 1文全155例のうちの30例が,途 中に 「～けど」を含んでいる。さらにその30例の中で,
「～けど」は先の表のように全体で36回使用されている。内訳は,aの 用法のものが23回,b

の用法のものが13回である (微妙なニュアンスを含み,区 別が難しいものもあるが)。いずれ

の用法であれ,第 1文 に 「～けど」を用いるということは,N.W.児 にとつてたいへんな進歩

である。これまでの報告でも論及しているように,N.W.児 は頭括式の述べ方を主体として日

記の文章を組み立てており,冒 頭に 「今日こんなことがあつた」という形のいわゆるトピッ

ク・センテンスを位置づけてきた。この傾向は変わらないが,第 1文において 「～けど」を多

用すること自体,複 雑な構造をもった表現を使いこなすようになった,延 いては複雑な胸のう

ちを表出するようになった, ということの現われであろう。

aの用法に比べるならば, bの用法の方がさらに高度 (複雑)で あろう。冒頭に自分が中心

としたいトピックを掲げながら,「～けど」を置くことによって間 (一呼吸)を 入れ, トピッ

クに纏わる自分の思いをふりかえった上で,お もむろに述べたいことを出していく。そのよう

な営みがあると捉える。同様な言い回しを,私 自身以前勤務していた小学校で幾度となく耳に

した覚えがある。子どもたちの話し言葉の文体の中に,一 つの場所を占めているものであり,

このような意味での 「～けど」を用いるスタイルは,話 し言葉の文体の中から転移してきたも

のであると推測する。

こうした述べ方を冒頭部分でしたことと,そ の日の日記全体の総字数が増えることとが直接

つながらないという点は,こ こでことわっておかなければならない。

③ そ の他

もう一つことわらなければならないことに, 1月 4日 を区切りとして N.W.児 の筆がぱっ

たりと止まってしまった原因のことがある。この一連の研究の目的からすれば詳しく述べるベ

きことではないので,簡 単に触れるだけにしておきたい。

ON.W.児 と担任との折り合いがあまりよくなかった。(ただし, 4年 生時の7月から,再

び筆は動きだしている。信頼関係は後で取り戻されている。)N.W.児 は, 4月 末以来,

度々 「かくことがない」と訴えている。はじめのうちは,担 任も書く内容についての助言

を, 日記の返事の中で書いていた。度重なるにつれ,助 言がなされなくなった。

さて,研 究の目的に立ち戻り,上 記のことの 「逆」を考えてみることにしたい。それは,あ

ながち無意味なことではなかろう。つまり,次 のような点に留意しながら子どもたちに対して

いくことが肝要であると考えるのである。

○子どもとの信頼関係を何よりも大切にする。それを築くためには,ま ず日頃の日記の返事

をこまめに書くことからはじまる。殊に,「かくことがない」と訴えてきた時は,慎 重に

対処する。その子の生活に即した題材の見つけ方を,根 気づよく助言していく。N.W.児

の場合,筆 がぱったりと止まってしまう前兆として,
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① 「かくことがない」という記述が頻繁に出てくるようになる

②日付を書くことを忘れたり文字が乱れたりすることが多くなる

③日記を書かない日が度重なるようになる

といったことがあった。教師は,そのようなサインを見落とさないようにしなければなら
ない。

そのように接していくことで,少 なくとも子どもたちは書く営みを続けていくであろうし,

その継続が基盤となって,書 く内容の盛り上がりも期待できると考える。

注

1)拙 稿 「児童の日記に見られる述べ方について I―一N.W.児 の 1年生時の日記に見られる冒頭部分の
表現に注視して一―」,『表現研究』第59号,1994年 3月 ,表 現学会発行,及 び 「児童の日記に見られ
る述べ方について正一―N.W.児 の 2年生時の日記に見られる冒頭部分の表現に注視して一一」,『表
現研究』第61号,1995年 3月 ,表 現学会発行を参照されたい。

2)石 森延男他監修 ・著作,『国語三上 わ か↓れ,1985年 3月 31日文部省検定済版,光 村図書発行に所収。
3)い ずれも,新 村出編,『広辞苑 (第四版)』,1991年 11月15日,岩 波書店発行,に よる。

―平成 7年 10月 2日  受 理一
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